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一般に,佐渡の地盤は良好である。

新潟地震でも,震源からの距離は,

新潟とほぼ等しいのに被害はなかつ

た。硬くしまつた砂地盤が多いので

ある。

ところが,この加茂湖畔の,この

敷地付近は,非常に悪いのである。

すぐ近くの鉄筋コンクリートの宿屋

は,杭を打たなかつたか,抗が短か

かつたのか,すでに傾いていた。40

mの鋼管杭を打つことにした。

建物は,はじめ鉄筋コンクリート

造の計画であつたが,基礎のことを

考え,鉄骨造に変更した。しかし 1

階のビロティは鉄筋コンクリートと

した。

基礎の数を減らす目的で,長手方向

は,大きなスバンとした。

24mの 3スバン,26mの 1スバン,

片持ちは10mおよび12.5mで ある。

スバンが大きいと,垂直荷重によ

る曲げモーメントが大きくなる。こ

れに対しては,梁成を大きくするこ

とが有効である。

この建物では,客室部2層分を成

とした,トラス梁とした。2層分の

トラスは,かなり大きな開口をとる

ことができる。ホテルの窓や出入口

は,それほど大きくないため,この

トラスのラチス材の間に,それらを

設けることができた。

外階段はトラス階段である。

すなわち,上の段板が引張り,下
の段板が圧縮で,横から見るとトラ

スである。ただし,この引張力と圧

縮力は平面的にはずれている。

これによって,踊場は,平面的な

曲げと,立面的の曲げの両方を受け

る。前者に対しては,踊場は平らな

板であるから充分抵抗できて問題は

ない。後者に対しては,踊場と段板

の境目に,垂直の曲げに強い梁を入

れて,これに抵抗させている。

ホテル」

構造パースペクテイブ「佐渡グランド

一
日本建築学会「建築雑誌」 (昭和 63年 8月 )一

設計者解説

松井源吾



註 「建築雑誌」には佐藤工業 による CADが 載 ったが,こ こには菊竹事務所

古橋氏 によるものを載せ る。



2。 ドーム と開きどめ

―
 (昭和 63年 12月 )一

薄膜 に下か ら空気圧 を加 えて出来 る形 と同 じ形の ドームは上か らの荷重が加

わ る時,軸力だけしか生 じない,軸カ ドームである。

平面が長方形の軸カ ドームを考 える。図 1の ように隅が直角の もの と,ま る

めた ものについて実験する。そのモア ンによる等高線が図 2である。隅か ら 45°
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図 2



2.ド ームと開きどめ 5

方向の膜の形 を書 いたのが図 3である。 まるめた ことによ り,面の反 りが変 る

こともな くな り,無駄 な空間がな くなる。

r=Omの場合

r=20mの場合 図 3

さて, ドームは軸力によって外 に開 こうとする。 その開 きどめについて,い

ろいろ考 えられ る。 ドームによって,せ つか く高い空間が えられたのであるか

R

Z



6

ら,そ れ を生か した,つ なぎ方 を考 えたい。図 4(a)～ (e)は その案である。写

真の ように黒い板 に自い ヒモを用い,ヒ モの先 は錘 をぶ ら下げた。

(a)

(b)

(C)

図 4
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2.ド ームと開きどめ 7

(d)

(e)

図 4

実験の写真

ここで,開 きどめについて考 えてみる。図 5は ,4点の外 に向って開 こうとす

る力のある場合である。 (a)は隣接 す る点 を結んだ もので,(b)は相対す る点

を結んだ ものである。つな ぎ材 に起 る力 (T)と ,材長 さの合計 (L)と の積

は,(a)も (b)も 同 じである。つなぎ材の総体積 は同 じであ り,経済的に も同

じである。
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(b) TL=P xlTaX2=2{TP a

図 5

次 に 6点の場合 を考える。図 6の (a)(b)(C)はやは りTLは同 じなのである。

▲

∠ IP/√  TL=万 Xa X4=2√Pa

P/プT

やヽこ
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ｒ
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ｄ
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(a)

(b)

P rr L=PXa X6=6P a

TL=P X2a X3=6P a

ィ/

P

図 6



2.ドームと開きどめ 9

P

(c) ヘ
r
P/√丁

P/√丁
TL=、声:,X av「丁X6=6P aP

図 6

さらに円については,(a)は円で結んだ もの,(b)は 円 を等分 して,相対 し

た点 を結んだ ものである。 この場合 も TLは 同 じとなる。

W

T=w r TL=wrx?z'a=Zrw12

P =2* r w./ rt TL=qt+I XrXn =Znw12

図 7

力 と距離 の積 は仕事であるか ら,経路 を とわない とい うことであろうか。

これは,今夏,ヨ ーロ ッパヘの飛行機 の中で,た い くつ しのぎに考 えた もの

である。ハ ンガ リーにつ くとす ぐ,同行 の田中聡君にまとめて もらって,菊竹

さんに報告 した。

p_  2π  r

ミ 1励∫
ゞヽ 米は多レP

,アリヽ こ
///1ヽ ご``

菊竹 さんは,こ れを私 と共名で実用新案 に出された。



3。 私 の構造計画

―
Structure No.28

(昭和 63年 10月 )一

日本の構造学者の大半は耐震の研究者である。固定荷

重や積載荷重のような垂直荷重に対する考察があって も

いいのではないかと思 う。構造材 としての梁は柱に比べ

て,1ま るかに多い数量であり,梁 は垂直荷重で決まる場

合が多いのである。

梁伏について,前に考えたことがある。それについて

のべ,一?の計画案を提示する。

図 1に おいて,大梁の方向をα.小梁の方向をβとし,

お互いに直交 している曲線群を考える。

このような「場」において,垂直なせん断力を

大梁方向 Qα ,  小梁方向 Q′

として,

0′ ≒ 0

と考える。

/α
ヽ
｀
β

下辺の荷重は

2:当と.望整≧ =。
∂ェ2    ∂ッ2  

ν

となる。これは二次元の ラプラスの式である。

図 3は,一様に引張 られた膜のたわみである。荷重が

なくても,境界に凹凸があれば膜のたわみがある。(b)は

ェ″面の断面であるが,メ z面でも同様であるから,膜

のたわみ Zは ,

多+券 =0

である。やはリラプ ラスの式を満足する。

膜のたわみは,モ ア レ法で簡単に,そ の等高線を求め

ることが出来る。

Z=Const,す なわち膜の等高線が小梁方向, これと

直交方向が大梁方向である。

一
(等

+毛審→

′
~

∠:∠プ ー
/∂ Qα ェ ∂2oα 」_ヽ

万ヽ
「

~.巧
I″

α
ワ

ウ
y_∠/

図 2 dr X dッ 部分の荷重の釣合い

7

X

図 1. 曲線の梁伏 (実線大梁 .破線小梁)

このような「場」から,一部分 dェ ×d夕 を取り出すと,

せん断力の微分は荷重であるか ら,図 2の ように,左辺

の荷重は

∂コα
∂ェ

∂Qα
∂ツ

であって,右辺および上辺では,それぞれ dェ ,dyと 離

れているため,図示のように変化がある筈である。

変化の総量は,

一(窃争+ユ準)d工
の

である。

もし,荷重が「等分布」であれば荷重の変化はないか

ポジャンスキー氏設計の学校の平面は一辺15mの 正三

角形である。

これに対 して,上記の方法を応用する。

図 4のように正三角形を三個の部分にわける。上の二

|

(a)平面

ZT傷十券→

訂
・み

トーーーdχ ――¬

(b)断面

図 3 -様 に引張られた膜



辺では,せん断力はゼロであるか ら,膜の高さをゼロに

する。 下辺は,中央ほどせん断力は大 きいから,こ れを

直線分布 と仮定 して,中央を持ち上げる。

一部吹抜ける床がある。これに対 しては図 5の ような

境界とした。十は上にあげ―は下に下げている。

これ らによる膜実物のモアレ写真が写真 1,2で ある。

(部分的写真を合成 してある。)

3.私の構造計画 11

この等高線が小梁方向であり,直交方向が大梁方向で

ある。

図6,7が,写真の等高線から求めた,大梁,小梁方向

である。

∧
/1＼

凸眩 』 込

図 4.正二角形の膜実験

写真 1 正三角形のモアレ写真

図 5 吹抜けのある正三角の膜実験

写真 2. 吹抜けのある正三角形のモアレ写真

図 6 正三角形平面の大梁 (実線)小梁 (破線)方 向 図 7 吹抜けのある正三角形の大梁 ,小梁方向

饉



4。 ピラ ミッ ド王の間近傍 の応力の

光 弾性実験報告一その2-

1988年 11月  早稲田大学松井源吾研究室 修士一年

川村 浩・ 高野一樹・ 田中 1聡

はじめに

ピラミッ ド内部に、隣接 して二つの空間 (部屋)が あるときの、空間付近の応

力状態を調べる目的で、光弾性実験を行った。

ビラミッ ドは石造であるが、石と石とは完全に結合している連続体として考え、

また弾性体であるとした。

試験体は二種類とした.ま ず二つの空間 (部屋)と も上部に“いわゆる''[重

力拡散の部屋]の部分がないもの、ついで一つの空間 (部屋)に は上部に“いわ

ゆる''[重力拡散の部屋]が あるものである.

外力として働 く最も大きなものは、鉛直方向の圧力である。上下に圧縮される

と左右に延び ようとする。左右にも石がずっと続いているのであるから、これを

押さえようとする。すなわち、横からも圧縮力が加わる。



4 ピラミッド王の間近傍の応力の光弾性実験報告―その2- 13
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1.試 験体 1

二つの空間とも上部に“いわゆ る''[重力拡散の部屋 ]が ないもので実験 した。

上下に圧縮 し、左右の押えが充分で全 く左右に延びないとすれは、左右からも

圧縮力を加えることと同 じである。

この断面形は、断面に垂直な方向にかなり長い。 よって平面歪と考えられる。

ピラミッ ドの自重による、王の間近傍の応力はFEM解 析 1)よ り、上下方向に

約 8.5 kg/cm 2、 左右方向に約 1.6 kg/cm 2の 圧縮力となっている。その比率は、

1.6/8.5≒ 0.2

であって、上からの圧縮力の約2割 で横から圧縮されている。

今回の実験では

鉛直荷重      105。 9 kg

水平荷重       28.5 kg

として、

σ ′二=

Jx=

σ x

σ ヽ

105.9

「
174反

~τ
T 6=15.5(kg/〔′m2)

90 F_± 生二 じ

1 4. 7 ×

~0.~6- =  3. 2 (kg/●
In 2)

3.  2
1~‐3T~5 =U 21

で あ る。

1)松井源吾,榎 田寛治 ,楊 振亮 :ビ ラミッド王の間近傍の応力,日 本光弾性学

会第 10回 研究発表講演会講演論文集 ,No.10(1988)



4.ピ ラミッド王の間近傍の応力の光弾性実験報告―その2- 15
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応力 の分布状 況 は、 左右 の空間 でほぼ対称 とな って い る。 三角形 の頂部 には引

張 応力 は起 きて いな い。 四角 形開 回の側 面の応力の 平 均 は、 40～ 50kg/cm2と な っ

て い る。 実物 と実 験値 の比率 は 1/1.822)な ので実物 で の 側面の圧 縮強度 は、 実験

値 を50kg/cin 2と すれ ば、

50/1.82≒ 27.5kg/cm 2

で あ り、 石 の強度 は 400～ 500kg/ci1 2で あ るか ら、 1割 に も達 して いな い。

′ ....´

40に4.2
図 2 ,芯力図

2)実 物の王の間近傍の垂直応力8.5kg/m2と 実験値 15.5kg/cm 2と の比。



4.ピ ラミッド王の間近傍の応力の光弾性実験報告一その2- 17

2.試 験 体 2

一方の空間 (部 屋)に は上部に“いわゆる'' E重 力拡散の部屋]が あ り、荷重

は試験体 1と 同様に、鉛直荷重と左右からも圧縮力を加えた。

｀
ミ、

●
豪

一
一一
一●

●

写真3 光弾性等色線 (暗視野)
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写真 4 光弾性等色線 (明視野)



4.ピ ラミッド王の間近傍の応力の光弾性実験報告一その2- 19

三角形頂部には多少引張応力が起 きているが、応力の分布は、左右の空間で各

々の中心軸にはぼ対称である。

[重力拡散の部屋]の ない方の梁に多少曲げが起 きている。なお、各 々の四角

形開日の側面の応力の平均は、 40～ 50kg/cm 2で ぁって、試験体 1に はぼ近い。

8

〓

・
１

図3 応力図

40kg/(m
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まとめ

``い わゆる''[重 力拡散の部屋 ]の 効果について

“いわゆる''[重 力拡散の部屋 ]に は、隣接する空間の側面の圧縮応力を低減

する効果はないと考えられ る。

むしろ反対に、 [重 力拡散の部屋]の ために、隣接す る空間の梁に曲げが起こ

り、かえって不利であると思われる。

(A)フ ランス調査隊の仮定 (B)実際の力の流れ

図4 王の間近傍の力の流れ



5。 東稜高校体育館 の屋根 につ いて

―
SD 89-01号・

―

この体育館は,柱までが鉄筋コンクリー トで,そ の

上に載る屋根だけが木造である。 使用材は球磨地

方産の杉である.

屋根は 2個の梁を山型にし,接合はピンとしている。

山型にすると,項部は支点 となるからスパンは半分

となる。 すなわち36mの半分の18mスパンの梁が 2

個 ということになる。

等分布荷重をうける梁では,スパンが半分 となると

曲げモーナントは1/4と なって,経済的である。 そ

の代わ り,こ の 2個の梁は軸力がおきて,山型が開

こうとする。 開きどめに水平に繋ぎを入れるのが

簡単であるが,体育館では,せっか くの中央の空間

を低めてしまうことになる。 この建物では柱が鉄

筋コンクリー トで丈夫であるから,こ の山型の開き

どめを鉄筋コンクリー ト柱で抵抗させている。  こ

の柱は,地中梁で固定された垂直の片持梁である。

この屋根は瓦葺きでかなり重い. したがって風に

よる吹上げは大 したことなく,垂直荷重が重視され

る。 スパンが半減 したとはいえ,18mと いうのは

かなり大きなスバンであ り,曲 げモーメン トが大き

い。 上下弦材をもつ梁では,曲 げを梁成で割った

のが弦材の軸力である。 したがって,曲げモーメ

ン トに応 して梁成を変化させると軸力は一定となる。

く等強梁〉である。 上弦材と東は木材で,下弦材
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はターンパックルボル トである。 上弦材は25× 25

cmの材を 2材,ボル トで接合 して用い,材の継手に

は鉄板挿入のポル トどめとし,ボル ト回 りにはエポ

キシを注入している。 下弦のターンパ ックルボル

トは,平面的に45度方向として,水平ブ レースを兼

ねている。

木材の強度はヤング率に比例する。 使用材400本 す

べて,梁としての撓みからヤング率を測定 し,強度

を確認する。            ●松井源吾



6.膜 構造 コンペの批評

松井源吾

布地というのは弾性論的にいうと,縦横の

ヤング率は高く,せん断弾性係数のたいへ

ん低い材料である。すなわち,縦横に引っ

張るときの変形は少なく。しかし,ゆがみ

に対してはたいして抵抗がない。数年前,

フライオットウ研究所のヘニケ氏が早稲田

で膜構造の講義をされたことがある。その

実習で,ナイロンストッキングの布地に箸

を下から立てて,い ろいろの形をつくつて

みせてくれた。中田案は,正にヘニケ氏の

実習を実現するものだと感じた。テントの

特性を生かし,自由に空間をつくり出せる

夢のある案であると思う。

―
  「新i奏整築:」 日召禾日63年 11鵬・

―

一様に引っ張 られた膜に開口を設けるとき,

一番合理的なのは円形であろう。その数が

多 くなつたときはどうであろうか。松崎案

は,そのひとつの解答であろう。ゴシック

のポインテッドアーチに併用 される十字形

窓と同じあることも興味深い。

松尾案の水滴からの関連は少々無理ではな

いかと思うが, リプが空気膜の円筒である

ことは面白い。スラブと小梁 と似た考えで,

そのリプが空気膜なのである。

どの大学でも構造志望者が減 っているとの

ことである。 このコンペで構造志望の学生

が増加することになれば幸いである。
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′ 木本サイ云事 務 所 20周年言己念パ ーーテ イーー

にて

―
 (昭和 63年 10月 19日  京エ プ ラザ ホテル )―

木村 さん との出会 い は,30年ほ ど前,武基雄先生設計 の,ス リーダイヤモ ン

ドハ ゥス という,三菱 の建物の現場です。広島の丘の上 に建 つ もので,配筋検

査 に行 きましたが,そ の現場担当が,当時武研 にいた木村 さんで した。

仕事が終 って,宮島 を案内 して もらって,飲みました。 その飲 み屋 に,当時

売出 し中の司葉子 さんのポスターがあった ことをおぼえてい ます。たいへん酔

って,気がついた ら,宿のベ ッドで した。朝で した。生れてはじめてベ ッ ドに

寝ていたのです。

独立 されて,時々相談 をうけた ことがあ りますが, この頃 はたいてい田中輝

明君が担当されているようです。

うちの理工学部 は西大久保 にあ ります。その前の明治通 りは,木村 さんの作

品の ビルが並んでい ます。学生 と食事 に出て,工事中の塀 には必ず,木村事務

所の看板があ ります。「木村通 り」だな,と 思 うわけです。この辺の明治通 りは,

東京一の渋滞の所で,タ クシーの中か らゆっ くりと木村 さんの作品 を毎 日なが

めさせ られています。

事務所 の益々の御発展 を期待いた します。
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表 紙

. .         
・ 11.      |.、

ス リー・ ダイヤモ ン ド・ ハウス

設  計    早 大 。武 研 究 室

担  当    り|1添 智利,林   わし,

久保田庄二郎,木村伝,

古川 浩,渡 辺 満

構  造    早 大 。松井研究室

松井源吾,徳 広育大

工事監理    木村伝

施  工  建築工事 清水建設広島支店

主任 西本五 大

家具工事 芸 陽 商 会

暖冷房設備工事 三 菱電機

敷  地       広島市古田町古江

建築面積          361.84m2
延床面積          528.27m2
建物用途       ゲスト・ハゥス

設計期間     :|`和 35年 1月 ～ 6′ l

工事期間    昭和35年 6月 ～36年 1月「建築」昭和36年 4月号より



7.木村伝事務所20周年記念パーティーにて 27

翠



8 鶴 田明先生追悼

―
早稲 田大学理工学研究所報 No.21(昭和 63年 9月 )一

鶴田 明先生略年譜

明治37年 5月 2日

昭和2年 3月

昭和 5年 3月

昭和 5年 4月

昭和11年 4月

昭和17年

昭和20年

昭和20年 9月

昭和33年 9月 ～35年 9月

昭和35年 9月 ～39年 9月

昭和50年 4月

昭和50年 5月

昭和62年 5月

昭和62年 7月 14日

東京に生まれる

第一早稲田高等学院卒業

早稲田大学理工学部建築学科卒業

早稲田大学教務補助

早稲田大学助教授

日本建築学会賞

工学博士

早稲田大学教授

早稲田大学第一理工学部建築学科主任

早稲田大学第二理工学部長

早稲田大学理工学研究所顧間研究員

早稲田大学名誉教授

日本建築学会大賞

逝去



8.鶴日明先生追悼 29

私が建築科に在学した,昭和16年 4月 から18年 9月 の頃は,構造の先生は,内藤多仲先生と鶴田明

先生のお二人であった。内藤先生は,鉄筋や鉄骨等の構造設計を,鶴田先生は構造力学を担当され

た。内藤先生は設計のお仕事がいそがしくて,授業が終るとすぐ帰られるので質問のひまがない。鶴

田先生,当時助教授で,(そ の頃,助教授は川島定雄先生とお二人であった。)吾 々の面倒をよくみて

もらった。内藤先生の講義の質問も鶴田先生が答えてくれるのである。

私は昭和18年 10月 から,大学院特別研究生として大学に残ることになった。鶴田先生の研究室に,

復員間もない教務補助の竹内盛雄先生と机をならべさせてもらった。竹内先生は振動の研究をされ,

私は土質を勉強しはじめた頃で,午前中は鶴田研で,午后は喜久井町理工研の川島研で実験した。鶴

田先生の直接のお弟子さんは一年下のやはり特研生の星野隆君で,熱心に溶接の研究をしていた。彼

は20年 5月 25日 の空襲で, 自宅で焼夷弾直撃で亡くなった。彼の葬儀には電車がダメで,安東君と新

宿から笹塚まで歩いて行った。鶴田研には当時,溶接の実験した鉄片がたくさんおいてあった。隣 り

の研究室の佐藤武夫先生が,それをもらって運ばれたことがある。家庭菜園の鍬を作って もらうの

に,鉄材をもって行かなければならないのだそうである。

あのスマシタ佐藤先生が御自分で重い鉄片をかついで行かれた。そうい う時代だったのである。

鶴田先生が, 教務補助になられるとき, 大学に提出された履歴書に,「昭和 4年 7月 ヨリ夏季休暇

中,学石元照氏研究所ニテ,電気熔接フ実習ス」とある。先生は学生の時から溶接を研究されていた

のである。

先生は,それを生涯続けられたのである。

先生の研究テーマは常に先見性に優れていて,例えば,高カボル ト接合,高張力鋼の溶接,ス タッ

ドおよびスボット溶接,軽合金の溶接,等は高く評価され,広 く実用化されたのである。

これらの業績により,昭和62年 5月 ,建築界最高の栄誉である「 日本建築学会大賞」が先生に授与

された。

昭和 62年 6月 20日 ,永楽倶楽部



9。 菊竹紀枝 さん追悼

―
 (昭和 63年 8月 5日  駒込音祥寺)一

弔 辞

謹んで,建築家菊竹紀枝 さんの霊前に,お別れの言葉 を申 し上 げます。

紀枝 さんは,礫川 (れきせん)小学校,府立第一高女 を, ともに首席で卒業 さ

れ ました。

||| ||



9.菊竹紀枝さん追悼 31

東大技術補助員養成所か ら,超高層で有名 になられる,武藤清先生の研究室

に勤務 ,さ らに岸田日出刀研究室助手 として,建築の意匠,評論 を学 びました。

竹 中工務店設計部 に勤務 され,菊竹清訓氏 と御結婚,長女雪 さん,次女霞 さ

ん,長男三訓君の,三人 のお子様 にめ ぐまれ ました。

昭和 28年以来,菊竹建築設計事務所取締役,(株)デザイ ン・ リサーチ代表

を勤 め,主な作品 として,夫君 と協同の自邸 のスカイハ ウス,出雲大社庁の舎

があ ります。

若 くして独立 された,夫君清訓氏の よき協力者 として,そ の内助 の功 は,多

くの人々に称賛 され ました。

この四月,清訓氏の還暦祝 いの席で,こ れか らもよろしく,と いわれた こと,

お別れの言葉 だったのか と,痛惜の念 にた えません。

生前の御交宜 を感謝 し,御冥福 を祈 ります。

礫川小学校 は小石川 にあ り,礫 は小石で,小石川の ことだそ うです。紀枝 さ

んの兄 さん佐々木隆夫氏 (早稲 田の土木科卒 )か ら聞 きましたので,付記 しま

す。



10。 加藤立蔵 さん追悼

―
  (日召禾日63年 12月 )一

加藤 さんが この 11月 に亡 くな られた。97歳であった。

加藤 さんにはじめて会 ったのは,私が建築科一年生の昭和 16年である。十代

田二郎先生の夏休みの宿題 で教 えをうけたのである。隣町の棟梁で父の知人 だ

ったので。

戦後 ,新制中学が発足,真野中学 は加藤 さんの設計である。その体育館 は構

造計算が必要 ということで,私が手伝 った。

昭和 43年に,私は「建築構造計画入門」を出版 した。 それ を送 った時,こ ん

なに多 くの建物 を設計 したのか と,た いへん喜んだお手紙 をもらった ことを憶

えてい る。

数年前,東野高校 を設計 している時,打合せ を私の家 の 1階でやった ことが

ある。 ア レキサ ンダーが構造計算書 を細 い ところまでチ ェックする。皆たい く

つである。図面担当の住音寅七 さん もたい くつのようなので,私の「縞」 をよ

んで もらった。その中に真野中学の木造体育館が まだ健在 ,加藤 さん も 90歳 を

す ぎて まだ健在の ことがあった。

住音 さんはその後,佐渡 に行かれ,体育館 を見て くれ,加藤 さんに も会われ

た。

加藤 さんがお元気で彫刻の仕事 をされているのをみ られて,住音 さんは発奮

され,日本の伝統的な木造の継手 と仕 回の模型作 りをされ ることになった。大

学 に寄 附 して くれる とい う。

模型,次々 と研究室 に とどけられる。40種類以上 となった。一大学で私蔵す



10.加藤立蔵さん追悼 33

べ きでない と考 え,模型の写真 と図面 を中心 とした本 を出す ことに した。助手

の手塚君 をはじめ,大学院生全員が,た いへん熱心 に作業 して くれている。

この本,一番見て もらいたかったのは加藤 さんである。残念で ある。

謹 んで,加藤立蔵 さんの生前の御交宜 を謝 し,御冥福 を祈 る。

加藤さん作の文弥人形の頭

住吉さん作の継手,四方鎌



11。 ふ るさと真野

―
 「真野町町勢要覧」1988-

老後は佐渡でと、昔思っていた。大学はあと2年で定年である。

その後は設計の仕事をするつもりである。設計は協同作業で、皆

の顔がそろわないと話が進まない。「帰 りたい、帰れない」の心情

である。時々の帰省で
｀
1好腱しなければならない。

新町は、この数年で本当にきれいになった。 しかし、帰省の時

その辺を歩き廻るのだが、日帰 りや一泊のため新 しい新町の認識

が定かでない。目をつぶって浮んで来るのは昔の新町である。

わが家の裏からのながめ、扉 尿山、滞t谷さん、別荘、祝音さん、

なつかしい。

わが家も随分変った。この夏は、昔のわが家を図面にしておき

たいと思っている。
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2階

L上生」

富岡佐和子画

あった。本居宣長の ようだなと思 った。上級生になって, ミセの ミセナン ドよ

りの三畳 を区切 って もらって勉強部屋 とした。中学 まで,そ うであった。

台所 の食堂部分 はオイエよリー段低 い板の間であったが,小学生 の頃,三畳

だ けタタ ミ敷 とな り,オ イエ と同 じ高 さとなった。

今 は,随分変 って しまった。や は り目をつぶって浮ぶわが家 は,こ の図面の

時 の ものである。

(1989.2.5)

押 入

床 ノ

押 入



12.ハ ンガ リー紀行

国士館大学教授 田 中 輝 明

ハ ンガ リーヘ

1988年 7月 20日 か ら 10月 28日 迄,私は国士館大学 か らの短期在外研究員

として,ハ ンガ リーのブダペ ス トエ科大学 に滞在 した。大分前,ブダペ ス トエ

科大学の土木学科 の主任教授 カルスキー先生の訪 日の際,松井先生がお世話 し

たのが縁であ る。 その後,同先生の弟子  ナジ・ ヤ ノシュ氏が松井研 に留学 ,

学 ばれた。

ハ ンガ リー は,ヨ ーロッパの中央部にあ り,オ ース トリア,チ ェコスロバ キ

ア,ソ 連,ルーマニア,ユ ーゴスラビアの 5ヶ 国 と国境 を接 し,人口は約 1,000

万人,面積 は北海道の 1.18倍 と少 し大 きく,93,000平 方 キロメー トルある社会

主義の農業国である。首都 は人 口約 200万のブダペ ス トで,ハ ンガ リーの政治 ,

経済,商業,文化の中心である。

私は市のはずれ,中心部 よ リバスで 10分程の 11階建 のパネルアパー トの 7

階,3LDKに 住 んでいた。部屋 は 3寝室,そ れにキ ッチ ン,バス, トインで ,

面積は 55.2m2で ある。ソフ ァーベ ッドをいれる と 6人が寝 られ る。これが平均

的なハ ンガ リーの中流家庭 のアパー トである とい う。 このアパー トは個人所有

であ り,家賃 は月 12,000フ ォリン ト (約 3万円)で,ハ ンガ リーの人 に とって

は非常に高い。公営アパー トだ と家賃は この 1/5位である由。社会 主義のハ ン

ガ リーでは,個人利潤の 50%は 税金 として国に納 めなければな らないそ うであ

る。

先生のハ ンガ リー来訪は 8月 19日 (金)であ り,ハ ンガ リーでの 10日 間を

私の家で過 ごされた。 その 日,ウ ィーンに着かれ る先生―行 をレンタカー, ト

ル コ製のフォー ドのワゴンを借 りて,私 とラーツ氏 とでお迎 えに行 った。同行

はナジ氏 と私の息子,聡 (大学院 1年)である。 ラー ツ氏 はナジ氏 と共 に日本

に留学 され早大電気科で学位 を とられてお り,日 本通 の方である。朝早 くウィ

ー ンに着かれた先生方は,一刻,街を散策 されてか ら,ハ ンガ リー行 きの人 と

なる。 ウィー ン,ブダペス ト間 は約 250 km,車でお よそ 3時間の距離である。

しか し,国境 を越 えるのが中々大変で, 1時間半位 はかか ったであろうか。オ

ース トリアの税関 は非常 に簡単 で,パ スポー トを一寸見せ るだけで通関するが ,

それに反 しハ ンガ リー側では,官吏
―

と言 って も期 風であるが
一

がパス

ポー トを持 っていって しまって,そ れか ら 30分位 も待 たされる。通 関事務室の

中は,外か らは全 く見 えない。ハ ンガ リー人が何 をしているのだろ う, と言 う
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のだか ら,我々外国人 は知 る由 もない。 オー ス トリアは物価が高いが,電気製

品等の近代的 な品物が豊富である。一方,ハ ンガ リーは,日常品が豊富で物価

が安い。 そのためにハ ンガ リー人は電気製品 を求 めてオース トリアヘ,オ ース

トリア人 は日常品を買いにハ ンガ リーヘ動 くのである。ハ ンガ リー人が 自由に

国境 を越 え られ るようになったのは,ほ んの 1年前である とい う。 ために,ハ
ンガ リー国境 の通関は,き び しくて,時間がかか る。従 って国境 ゲー トには延々

10 kmに も及 んで車が並ぶ。我々の通関の理 由は,日 本人 proた ssorを ブダペ ス

トの大学 に招待するのだっと言 つてゲー トはフ リーパスであった。「 こんなに時

間がかか って国境 を越 えて も,風景は全然変 わ らないね」 と,松井先生の弁。

全 く,走れ ども走れ ども平坦な農地が続 くばか り。 とうもろこし,ひ まわ り,

野菜等が大農場で作 られている。なのに,作業 をしている人 は全 く見 られない。

世界地図 を広 げて見れば分 るが,ハ ンガ リー には茶色の山岳地帯 は殆 ん ど無 く,

全 く緑の平地 ばか りの農業国なのである。前 日,私がウィー ンヘ向か う夕刻 ,

真赤な太陽が水平で,若干 円弧状の地平線 に落 ちるのを見て感動 を覚 えた。全

くすば らしい。一緒にいた ラーツ氏 は,我々 は海 に落ちる太陽 は見 た ことがな

い, と言 っていた。

ハ ンガ リーの車 は高速道路だけでな く,街中で も,す ごいス ピー ドで走 る。

市内の交通規制が 60 km/hの ためか,私にはす ごいスピー ドに感 じられ る。高

速道路 はブダペ ス トを中心 に八方に延びているが,何処で も追 い越 しの連続で

走 るので怖 い。その上,古い車が多いので一――平均経年は 10年位だ と言 う
一

ノタノタ走 っている車 もあれば,高速道路 の路肩 にエ ンコで停 っている車 も多

く危険極 ま り無 い。車種 は,東 ドイツ製のプラスチ ックボデーの車,ソ 連製 ,

ルーマニア製 の車が殆 ん どである。西側の車 は,観光客 しか乗 っていない, と

言 って も過言ではない。関税が非常 に高 く,その上,品不足のためである。 そ

の日,ブダペ ス トの我が家 に着いた時は,既に暗 くなっていた。

この国では,入国後 24時間以内に警察 に居住届 を出さなければな らない。先

生―行の居住手続 きが 24時間以後 になって しまって,手続 きをお願 い したラー

ツ氏 は,警察で大分 しぼ られた という。以後,私は入国の際 には,飛行場か ら

直接警察 に行 き,手続 きをす るようにしていた。

ウィーンにて
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ブダペス ト風景一
ブダ側の丘とチエィーン橋   プダペストの風景詳―一ペスト側を望む

ハ ンガ リーの食事

ブダペ ス トでの最初 の歓迎の食事 は,ペス ト地区の北側 ,マルギ ッ ト橋のそ

ばの魚 レス トランであ る。魚 レス トランは,だいたい入 口に魚のモニ ュメン ト

がつけ られている。私 は この店が気 にいってよく利用 した。 フインで乾杯 し,

ハラスレースープ と鯉 の フライ,そ れにサラダである。
ハ ンガ リーの料理 は主 として肉料理である。特 にたっぶ りとパプ リカを使 っ

た肉の煮込み料理のグラーシュは有名である。海がないので魚料理 は少な く,

鯉,鱒,な まず, とげ魚 (fogas一 フオガシュ)等の淡水魚の料理 ぐらいであ

ろう。肉料理 も魚料理 も非常 に味付 けが濃 く,パ プ リカが きいていて旨い。が ,

これ も初 めの内だけで,淡白な味 を好む 日本人 には,長 くは続かない と思 う。

唯,ハ ラスレー と言 う鯉 のグラーシュ料理 は日本の鯉 こ くにパプ リカを効か し

たような料理で,非常 に日本的な食物であ り,私は好 んで食べた。ハ ンガ リー

人は実 によ く食べる。私のハ ンガ リーの友人 もそうであるが,レ ス トランで見

ていると,食前酒 に始 まり,ス ープを飲 んで,大きな皿 に盛 られた料理 とサラ

ダをペ ロ ッと平 らげ,更にデザー トケーキを食べる。それか らコー ヒーである。

私等 はい くら付 き合お うと思 って も駄 目である。そのため,何人かで食事 をす

る時は,皆の分 を共同で頼 んで,自 分の好 きな量だけ食べ ることを提案 し,以
後その ようにしてきた。 これだ と無理 して食べな くて も済 むのである。ハ ンガ

リー人 は脂肪分 をとりす ぎるため,年を とって太 り,短命 なのだ と私の友人 は

言っていた。平均寿命 は 70歳位である とい う。

先生 ご滞在の間,毎 日の ように外で食事 をするので,我が家ではほとんど朝

食 しか食べなかったが,そ の朝食 は,味暗汁,海苔,つ くだ煮,お新香,それ

に御飯 といった,純 日本食 である。 これがなかった ら長 いハ ンガ リーの生活 は

耐 えられなかったであろう。「 日本で もこんなに和食 は食 べないよ」,と ,先生

は言われ る。
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ある日の夕食

シィーフー ド・ レストランにて

我が家での朝食

ハ ンガ リーの独立記念 日

8月 20日 (土 )はハ ンガ リーの独立記念 日である。学校や商店 は全て休 み ,

昼間は ドナウ河 を利用 してヘ リコプターや落下傘 のエキジビジ ョンがある とい

う。朝か らヘ リコプターの音が騒々 しかった。夜 はゲレルの丘か ら花火が上が

る。数 日前か らゲ レルの丘の上 では,人々 を立 ち入 り禁止 にして,た くさんの

筒 を立て,花火打 ち上げの準備 をしていた。

かねてか ら松井先生が再会 を約 していたカルスキー先生 と昼食 を共 にするた

めに,ゲ ンルの丘の麓にあるゲ レルホテルに行 く。中世風の威厳 のあるホテル

である。 カルスキー先生は私の所属する Departmentの 主任教授 であ り,松井

先生,ナ ジ氏 に とっては何年振 りかの再会である。「音 は若い先生だ ったけれ ど

も,貫禄 もついた し,偉 くな った ものだ。」とは,松井先生の弁。松井先生 より

も少 しお若 いお年 と思 う。 肉料理の昼食 を共 に しなが ら一時を過 ごす。

夜,花火 を河の上か ら見 よう, と言 うナジ氏の提案で,ブダペ ス トか らお よ

そ 20 km程上流のセンテン ドレ (Szentendre)の 町へ行 く。 中世 をその まま保

存 したような可愛 らしい町である。 この町か ら ドナウ河を下 り,船上か ら花火

を観 ることにな った。センテン ドレの町は 17世紀後半 にセル ビア人 の移民によ

って築かれた町で,若い芸術家がた くさん住 み,芸術の香 り高い町である。既

に夏の賑わいはな くなってお り,町の中心の広場 にあった野外舞台 は取 り払わ

れていたが,広場 を囲んで小 さな美術館が軒 を並べ,又,ア ンテ ィークの店 も

た くさん並んでいる。町の中には観光客用の馬車 も走 っている。町のはずれ に,

ハ ンガ リーの古代民家を集 めた民家園があ り,そ こで一刻 を楽 しんだ。小高い

丘の上のギ リシャ風の教会の広場 に登 ると,面 白い屋根の傾斜 を もった家が ,
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お とぎの国のように並 んでいるのが見 え,楽 しい。中世独持の中庭 をもった家

が, レス トランであった り,ア ンティー クの店であった りする。一廻 りこの小

さな町 を廻 ると,現代 でないような錯覚 を覚 え,正に ヨー ロッパ を感 じる。

我々 と同 じような ことを考 えている人が多いのか,ブダペス ト行 きの船 は満

員であったが,や っと座席 を確保出来た。 ブダペス トまでおよそ 2時間の船旅

である。ブダペス トに着 く頃は丁度 9時の花火の打 ち上 げの時間になると,皆 ,

喜 こんだ。 ドナウ河下 りの岸辺は主 として農地や別荘 であ り,キ ャンプや水浴

を楽 しんでいる風景 も見 える。緑が多 く,中々穏やかな景観である。ブダペ ス

トが見 えて くる頃は暗 くな り,花火,今や遅 しと気 もそぞろになる。

ところが,正に花火の打 ち上げ時間 となると,河は通行禁止 となって,我々

はブダペ ス トの入口,マルギ ッ ト橋 のそばで降 ろされて しまった。橋 とい う橋

には人々が鈴な りであ り,川辺の道路 は車両通行禁止 で, ここも身動 き出来 な

い程の人だ。川岸 を埋 めた人々は,ブダペス トの人 口をはるかにうわ まわ る人

だ と思 う。我々 も岸辺 の人 とな り,待つ こと凡そ 30分,チ ェイー ン橋 の燈や ,

街のネオ ン等 も消え,ゲ ンルの丘か ら花火が上がった。人々は打 ち上 げられ る

度に歓声 を上げるが,我々 には今一つパ ッとしない ものがある。ブダペス トの

花火 は,正にハ ンガ リーの国旗 と同 じで,赤,緑,青等 の単色が, ドカー ンと

いう音 を発 して,丸 く広が るだけである。 日本の花火の ように,様々な模様 を

センテンドレ
の民家園にて

カルスキー

先生との

再会

カルスキー

先生と

センテンドレ
の町中で
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画 きなが ら消 えてい く,何 とも心 に残 るような趣 は全 くない。食べ物や,果物 ,

飲み物等 ,あ らゆる物がそうであるように単純明快なのである。 その夜,小さ

なタクシーに 6人の大勢が乗 り込んで,アルバー ト橋 の近 くのオブダの,いか

にも中世風の レス トランで,又々魚料理 を食べた。

プダペス トの市内見物

ブダペ ス トは,街の真中を北か ら南 に向 って ドナウ河が流れ,東側が商業地

域のベ ス ト地区,西側が小高い丘が連 な り史跡の多いブダ地区か らなってい る。

この街 は,本当に美 しい街で,私が滞在 した 4ヶ 月の間に,何度 もこの河辺 を

散策 したが,あ きることはなかった。何 回 も経験 した戦争や,1956年のハ ンガ

リー動乱や らで,街はその都度壊 されたが,修復 を繰 り返 し,中世 のたたず ま

いを残 し美 しい景観 を保 っている。共産 圏 とい う言葉か ら考 えられ る,自 由 を

奪われた重苦 しい生活,品不足で買い物 の長 い列, と言 ったイメー ジは全然 な

い。

この街 の ドナウ河には美 しいシルエ ッ トを持つ 6本の橋 がかかっている。上

流か ら,アルパー ド橋,マルギ ッ ト橋 ,チエ ィーン橋,エ リザベー ト橋,フ リ

ーダン橋 ,ペテフィー橋 で,そ の他 に上流,下流 に 1本ずつの鉄道橋がある。

1944年の 2次大戦の時,ド イツ軍の撤退 に際 しては,全ての橋 を破壊 して撤退

していったそ うである。(ブ ダペス ト歴史博物館 には橋の歴史 を説明 した資料が

そろっている)。

ブダ側 の丘 には王宮の丘,ゲ レルの丘,バラの丘,自 由の丘 (日 本大使館 は

この丘の中腹 にある)等の名前がつけられ,それぞれの丘では,何処で も絵 に

なるような美 しい景色が見 られ,又,そ れ らの丘か ら見下 ろす ドナウ河 をはさ

んだペ ス ト側の景色 も,又格別である。 日本 のように,壊され ると,いや,壊
されな くて も,取 り壊 して直 ぐ建て直す国民性 とは大分違 うようだ。

8月 21日 (日 ),松井先生 をご案内 して,王宮の丘のマーシャ教会や漁夫 の

砦に行 こうと,バス停で待 っていた。丘 に歩 いて登 るのは大変なので,私はい

つ もバ スである。バス標識 に赤い紙が貼 ってある。ハ ンガ リー語なので意味 は

よ く分か らないが,ど うもバスは,昨 日の独立記念 日と今 日の 日曜 日とで休 み

らしい。何時 もは丘に登 る大勢の人がバ ス停 に並ぶのに,誰も現われない。や

むな くタクシーに乗 る。 日本人 は金持 ちで,そ の上ハ ンガ リー語が分か らない

か ら,タ クシーに乗 る とボラれる。 タクシー には乗 るな, と,ハ ンガ リーの友

人か ら常々言われていた。私は,バス,市電 ,地下鉄共通 の lヶ 月 フ リーパ ス

(180フ ォ リン ト=約 540円 )を持 つていて, これ を利用 していたが,松井先生

とご一緒 では致 し方ない。 この 日初 めてタクシーに乗 り,以来 よ くタクシーを

利用す るようになった。街の端か ら端 まで走 って も 500フ ォ リン ト (約 1,250

円)も あれ ば十分である。 もっともこの頃 には,私 も街の地図はほ とん ど分か

つていた し,ハ ンガ リー語 にも多少 は通 じていたので,タ クシー もボル事 は出
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来なか ったのであろう。余談だが,悪徳 タクシーは,ウ ィー ンやパ リの方が よ

っぽ ど多い と思 う。

マーシャ教会 は,15世紀 に建 てられ,こ こに祭 られてい るマー シャ 1世はハ

ンガ リーの国威 を大いに発揮 した名君であつた という。 この教会 に続 く漁夫の

砦は,敵の襲来 をここで漁師達が見張った,と いうところで ある。これ らの 15

世紀の遺跡 を抱 き込むように建 て られているヒル トンホテルは,史跡保存 を上

手に為 し遂 げ,趣のあるもの となっている。 この地域の住居 はほ とんどが 3階

建で,17世紀 に建て られた ものが多 く,中世の趣 を呈 してい る。住居の入口に

は歴史保存 のプレー トが貼 られてお り,勝手 に建てなおす事 な どは禁 じられて

いる。 ブラブラ散策 をしていて も,異国情緒がただ よい,楽しい。 この丘の西

の端 にある 13世紀 に建て られた という王宮 は,現在,国立美術館 ,国立図書館 ,

ブダペス ト歴史博物館 にな っているが,建物 は 1つ で,偉大 な尊厳 を放 ってい

る。国立美術館 には,中々見 るべ き絵画が多い。 このブダ地 区の王宮の丘か ら

は,ド ナウ河 を眼下 に見下 ろし,ペ ス ト地区を見渡せ る大パ ノラマが楽 しめる。

夜景 はチエ ィー ン橋のイル ミネーションも加わって,又見事 な景色である。 こ

の日は日曜 日なのでペス ト側 の商店は全て休 み,街の見物 はブダ側だけに とど

めた。

襲

中庭のレストランにて

ドナウ河下 り

．構
一一一一一ゆ機畷
一

オブダのレス トランにて 漁夫の砦にて

,
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漁夫の砦にて (後 はマーシヤ教会)

マーシャ教会前にて

ブダペス トエ科大学

ブダペス トエ科大学 は 1782年の創設であるか ら,今年で 207年の歴史 をもつ

学校 である。ブダ地 区の ドナウ河沿い,フ リーダン橋 か らペテフィー橋 までの

間の広 いキャンパ スを持 ち,威厳のある校舎 は ドナウ河 にむかって威風堂々の

雄姿 を誇示 している。ハ ンガ リーで最 も大 きな大学であ り,学生数 は,10,000
人,研究スタッフは約 2,000人で 7つ の Facultyに 分かれている。 Faculty Of

Civil Engineeringは 14の Departmentに 分かれてお り,私はそこの Dep.of
Mechanicsに 1所属 した。

8月 22日 (月 ),松井先生 を大学 に御案内する。勿論 , この大学 はナジ氏の

卒業 した学校であるか ら,彼の旧知 の人が多い。又,古 くは「工学 における数

学的方法」の著者,カ ルマ ンもここの大学の卒業生である。

私の所属 した Faculty of Civil Engineeringの 中で建築 に関係す る Depa■‐

rnent lま Mechanics, Steel Structures, Reinforced iCloncrete Structuresの 各

Departmentで ある。

Dep.of Mechanicsで は主任のカルスキー教授は留守で,ガスパル教授 (Dr.

Gaspar)が学校の概要 の説明 をして くれた。大学の修業年限は 5年で, 8年間

の初等 。中等教育, 4年間の高等教育 を加 えると大学最終学年 は,日本での修

士課程 に相当するであ ろう。各学年のカ リキュラム もていねいに説明 して くれ

た。

Steel Structuresの ラスロー教授 (Dr.Loszlo)の 研究室 にお もむ く。 ここは

ナジ氏が学生時代 を過 ごした研究室であ り,主 として光弾性実験 をお こなって

いる。 ラスロー教授 は我々の訪間 を非常 に喜んで,ナ ジ氏 の卒論の模様 や,光
弾性実験装置の話や,今 までにや って きた光弾性実験 の話 を模型 をだ して熱心

，

．　

一
一
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に説明 して くれた。光弾性実験装置 は手作 りで,各国か ら取 り寄せた部品や ,

製作時の苦心談 を聞 く。大 きな声で,ゼスチ ュアーたっぶ りで熱の こもった話

ぶ りである。何で も買える我々 自由圏の生活 とは大分違 うようだ。

Dep.of Reinforced Concrete StruCtureSで は,ヘゲデ イシユ教授 (Dr.

Hegedos)と 会 う。 この教授 とは研究 と設言十とのかかわ りあいの ことや, コン

ピューター教育等 について懇談 した。研究者 は設計 に直接かかわ ることは無 い

由で,研究 した結果が どのような過程で実設計 に関係 してい くのか,我々には

分か らない, とも言っていた。唯,実社会 は直 ぐに通用す るような卒業生 を求

めて くるので困 る,と も言 っていた。これは日本 において も同 じであろう。又 ,

現在のような コンピューター教育 をしている と,将来世界 に遅れ をとる, と嘆

いて もいた。ちなみに,ど この研究室で も,使っているマイコンは,IBMの も

のであつた。

ラスロー教授を訪間

ブダペス トエ科大学本館前

講演会

8月 23日 ,ハ ンガ リー,日本友好協会の主催 で,「 日本の建築構造設計の現

状 について」 とい うテーマで講演会が開かれた。名前は忘れたが会場 は国会議

事堂の隣で ドナウ河に面 したオ フィスビルの 7階の小 ホールである。 その 日は

朝か ら激 しい雨だ ったが,会場 には 200人 を越 す人々が集 まり,予定 していた

会場 を変更す る始末,立って聞いている人 も多か った。

松井先生 は,日 本における建築の設計,特に構造設計 について話 された。 ま

ず,建築の設計 と施工の関係 ,設計 における構造の立場 について,話された後 ,

日本では地震 に対 しての設計が重要であることを述べ られ,耐震設計の話 をさ

れ,その例 として,先生が構造設計 をされた建物 をスライ ドで説明 された。

ついで,私が設計例 として最近設計 した「川崎市市民 ミュー ジアム」 につい

て,構造計画 と計算 も交えた構造設計の説明 をした。

鸞
，
．
鱚
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約 3時間にわたったが,そ の後で質疑 を約 1時間位 お こなった。皆,非常 に

熱心で時のたつのを忘れ るほどであった。

質問の主な ものをあげる と次の如 くで ある。建築家 と構造設計者 とどち らが

強い立場 にあるか,パネル住宅はないのか,今までの建物 で,地震 によ りどの

ような応答があったか,断面が大 きす ぎて不経済ではないか,日本 では建築物

の修理 は どのようにしてい るか,建築教育 のなかで構造教育 に力 をいれている

のか,説明 された建物の設計 には,どの くらいの人数 と時間がかか っているか ,

等々である。何れにして も,ハ ンガ リーでは地震力は考 えていないので,共同

住宅 はほ とん どパネル住宅 であ り,その接合部は全 くお粗末である。加 えて構

造の解析者 と建築家 は別 の分野で動いてお り,構造が建築のなかで重要な位置

を占めているという感覚 が少ないように思 えた。私 どもが大学に席 を置 きなが

ら,実際 の建物の設計 に加 わ っているの を,不思議 に思 っているようである。

建物の修理 の件は,日 本 で は 20年位たつ と,取 り壊 して,ま た建て直すのです ,

と先生が話 されて,皆が笑 った。ナジ氏 の訳 は,時々,講演者の言 つているこ

とと,違うことを言 ってい るような感 じもした。

夕方は雨 もあが って,ほ っとした気持 ちで外 に出た。近 くのレス トラン「 ソ

フィア」で主だった人達 で食事 をした。 ブルガ リア料理である。何年か前,ソ
フィアで過 ごした ときを思 い出 して,懐か しかった。

A Hagyar-Jap6n Ba-ati K6r 6- az

€pi i6i pari Tudom5n>.os Eg>/e-ti:. et

k626s =zervez6s6ben

1988 aususzfu= 23-6n a H-rESZ -=ekhazban

cimmea ea6adA-t tart

eqye€em profe-=zora €s

Dr Teruaki
a €6ki 6i KOKUSHIKAN egyeie6 profeg

AZ et5ad6- he].ye

Ke=d6si iddpont

講演会のポスター (大学,研究機関等,建築関係に配られた)



盤

講演会に来た人々

識演会 (1) 講演会 (2)

レストラン「ソフィア」にて

研究情報の交換

8月 24日 (水),こ の 日は大学の光弾性 ,モ アレ法等の専門の先生が集 まっ

て研究情報 の交換 を行 った。

D)ep.of Mechanics,:D)ep.of Steel Structures,lD)ep.of Reinforced Concrete

Structuresと IFaculty of Mechanical Engineeringの 先生方である。 松井先生

は光弾性実験の応用例や曲線梁,フ ラッ トスラブ等についての話 をされた。私

は直交異方性 の膜実験の話 をした。ハ ンガ リーの先生方 はブダペス トエ科大学

における光弾性実験やモア レ実験について,各々の分野の人が,ビディオや実

f ●

／

・
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際の実験 について話 をされ,実験室 を見学 した。彼 らのお こなつている実験 は

実物実験が多 く,いずれ も大規模である。地下鉄の座席,扉,車体 といった も
のの光弾性被膜法の実験 を実物大でや つているのをみせて もらった。光弾性実
験は安い費用 で出来 るためか も知れない。 しか し,その成果が実際 に使われた
か どうか知 らない,と い う。社会主義体制の特殊性のためか も知れない。 2時
間あまりの懇談だったが,有意義であった。

午後か らウォルフ教授|(Dr.Walf),ネ ィ ドル教授 (Dr.Neidl)の二人の先
生が,二台 の車で まだ見物 していないペス ト地 区 を案内して くれた。狭 い街 な
ので車があ る と大半を見 る ことがで きる。 ペヽス ト側の商業地域や,市民公園 ,

英雄広場 な どを見 に行 き,ブダ側の王宮の丘やゲ レルの丘 にも登 った。国際列
車 も発着す るブダペス ト西駅 は,1877年にエ ッフェルによって設計 され,建設
された もので,駅舎の鉄骨 はパ リのエ ッフェル塔 と同 じように細 いアングル を

組み合わせ た山形 ラーメンで,軽快 な印象 を受 けた。当時,全 ヨーロッパで最

も美 しい,モ ダンな駅であった とい う。 これで私 たちの市内見物 はほ とん ど終

わったが,先生 はお疲れの御様子。

研究情報交換会 (1)

ブダペストエ科大学校内にて

研究情報交換会 (2)
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光弾性被膜実験の見学

市民公国内のミュージアム前

ゲレル丘の解放記念碑前にて エッフェル設計の

プダペスト西駅にて

ハ ンガ リーの田舎へ (1)
8月 25日 (木)～26日 (金), 1泊でブダペス トの西側 で国の中央にあるバ

ラ トン湖湖畔の別荘 へ 出か けた。バ ラ トン湖 まではブ ダペ ス トか ら凡 そ 120

km,途 中,セ ケシュフェヘルワール (Szekesfehervar),ベ スブレーム (Vesz―

prem),ヘ レンド (Helend)と いつた町 を見物 しなが ら行 く。 それ らの田舎 の

町は非常 に奇麗で,清潔 な感 じであった。 どの町 も小高 い丘の上に古い教会が

あ り,そ こに登 ると一寸傾 いた感 じもす るような,彩色 の奇麗な煉瓦造の家々

が,軒を並べているのが望 める。バ ラ トン湖 は,中部 ヨー ロッパ最大の湖で ,

夏は水浴,冬はスケー トと,ハ ンガ リー人のみな らず, ドイツ人,オ ース トリ
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ア人の格好 な避暑地である。 また,付近 は一大ぶ どう畑が広が るワインの産地
である。別荘のある丘の麓の小 さな町,チオパーク (CsOpak)に 小 さな水車小

屋があった。水車 を利用 して小麦 を挽 いてお り,正に異国情緒たっぶ りの風景
である。小屋の主 は我々の訪間を非常 に喜んで,小屋 の説明 をして くれ る。ハ

ンガ リーでは現在,水車小屋 は数 ヶ所 しか残 ってお らず,こ こはその 1つ であ

ると言 う。サイン帳があって,先 日, 日本人が きてサイ ンをしてい った, とい

うので見せて もらった。東海大学の先生であった。我々 もサインを し,皆で小

屋の前で写真 を撮 った。出来た ら送 る と言 うと, とて も喜んでいた。既 に写真
は送 ったが,後か ら訪ねて くる日本人が見た ら,何 と言 うであろうか。 この町
か ら飲料水 を持 って,丘の別荘 に登 る。

ハ ンガ リーでは多 くの人が別荘 を持 つている。都会 では皆アパー ト住 まいで

あるが,週末 には郊外の別荘 に移 る。小高い丘の中腹 に立 ち並ぶ一戸建 ての住

宅一―→墓望では とて も美 しいヨーロッパ の風景
―

は,ほ とん どが別荘 なので

ある。 なにしろ車で 2時間 も走 ると国境 に着 くという土地柄であるか ら, 日本
と違 って別荘 に行 くの も至 って簡単 であ る。私たちが招かれたハ ンガ リー中部
のバ ラ トン湖 を望む別荘 も,大学の先生 の ものである。廻 りは とにか く一面の

ぶ どう畑,従つて,どの家で もワイ ン庫 を備 えている。 その中か ら,フ イ ンの

おい しいのをご馳走 になる。樟か らフイ ンを取 り出す時はスポイ トの ようなガ

ラス器で吸い上 げて,ワ ィ ンポッ トに取 り出す。強 く無 く,弱 く無 く, くせの

無い フインはおい しい。元々,我々 日本人 は,フ インを飲 む習慣が ないが,ハ
ンガ リー滞在以来,すっか リワイン党 になってしまった。 この別荘 の先生 の と
ころでは,ぶ どうの収穫期 には学生が手伝 いにきて収穫 し,夜は皆 で ワイ ンを

飲んで楽 しむのだそうである。その間,授業 は休講 との こと,何 ともうらや ま

しい裕福 な話である。 この別荘 は, 1階 は食堂,キ ッチ ン,バス, トィ ン,ワ
イン庫等の水 まわ り, 2階に 4つ の寝室があ り,かな りの人数が宿泊で きる。

ハ ンガ リーの男性 は,皆よ く家事 をす る。他の先生の家 に招かれた ときもそ

うであったが,手伝 い とい うのではな く,家事の主役である。ここの別荘で も,

男性の料理,掃除,片付 けの手際 よさは驚 くばか りであ り,お よそ家事 をしな
いのは日本人男性 ばか りかな,と 思 いなが ら眺める。 その 日の夕食 はた っぶ り
とパ プ リカを使 った肉の煮込み,グラー シュ,と ,新鮮 な野菜サラダ,山 と盛
られたぶ どうである。ハ ンガ リー料理家庭版 と言 つた ところか。勿論,飲み物
は新鮮 なフイン。バ ラ トン湖が見 える丘 の庭での夕食 は格別である。 けだ し,

夕刻,に わかに曇 りだ し,大夕立が きて家の中に引 つ込 んで しまった。 この肥
なる平原 を有するハ ンガ リーは元々裕福 な国なのだ。 なのに,国が貧 しいのは

国家体制のためなのか。

翌 日は良い天気の中,テ ィファニー (Tihany)か らジェール (Gyor)ま でオ
ース トリアや,チ ェコスロバキァの国境近 くの街 まで出かけた。テ ィファニー
はバ ラ トン湖 に突 き出た半島の町であ り,突端か らはバ ラ トン湖のパ ノラマが
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楽 しめる。その 日は,ヨ ーロッパの ヨッ ト選手権大会が行われているとかで ,

た くさんの ヨッ トが走 っているのが望 めた。 ジェールは,ブダペ ス トか ら 120

km程 ドナウ河の上流の穏やかな町で,対岸 はチ ェコスロバ キアである。ウィー

ンヘ も同 じくらいの距離で,オ ース トリアの影響 を大 きく受 けているとい う。

ジェールの町の近 くに,パノンハルマ (PannOnhalma)と い う小 さな町があ

る。この町の丘の上 に大 きな修道院がある。996年 にゲザ王 によって建て られ ,

ローマカ トリック教 を受 け継 ぎ,歴代の王が, ここで勉強 した とい う由緒 ある

学校である。幸運 に も第 2次大戦では損傷 を免れ,多 くの美術品,立派な大聖

堂,荘厳 な図書館が残 ってお り,見 ごたえがあった。聖堂前の広場か ら見渡せ

るハ ンガ リーの大平原 は,広大 な農業国を感 じさせ,心が広が るような気が し

た。 3時間ほ ど高速道路 を走 って,夕方 6時 ごろ,い ささか疲れて我が家 に帰

宅 した。おみやげにもらって きた新鮮なフイン,ポ リタンク入 りである。ポ リ

タンクか らワインを注 ぐ様 は中々豪快 な ものである。

セケシュフェヘルヮールの町にて

別荘前にて

趾

パノンハルマの修道院にて ベスプレームの町にて
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チオーパーク町はずれの水車小屋

田舎の古い教会

ぶどう畑にて

ワインの試飲
.:':#.- .,,,,,%

別荘での懇談 (1)

パノンハルマのレストランにて

別荘での懇談 (2)

●
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ドナウベ ン トの街 々を訪ねて

8月 27日 (土),ハ ンガ リーを流れ る ドナウ河の一番美 しい場所 は,ブダペ

ス トか ら約 30～40 km北 で,ド ナウ河が何 回 も折れ曲が っている ドナウベ ン ト

と言われ る地域である。 ここにはセ ンテ ン ドレ (Szntendre),ヴ ィシェグラー

ド (Visegrad),エ ステルゴム (EsztergOm),等 の景勝地が連 なっている。近

くの丘 には,ブダペス トに住んでいる人 の別荘 も鈴な りで,絵の如 き眺 めであ

る。 ヴィシエグラー ドには,河沿いの丘 の上 に古代マー シャ王 によって建 て ら

れ,今は ここの観光名所 となつている王宮の跡がある。正 に古城の跡であ り,

オース トリア,ハ ンガ リー戦争の ときに破壊 されたままである とい う。断崖絶

壁の上 にあ り,古代 にはさぞか し堅固で あった ことが うかが える。眼下 に眺 め

る ドナウ河 のパノラマは,す ばらしい。
エステル ゴムは 13世紀 までハ ンガ リーの首都が置かれていた歴史のある町

である。初代ハ ンガ リー王,イ シュ トバ ン 1世はこの町で戴冠式 をあげ,ハ ン

ガ リー封建 国家 を建設 した。歴代の王が戴冠式をあげた という大聖堂 は, これ

もドナウ河 を眼下 に見下 す断崖絶壁の上 にあ り,対岸 にはチエコスロバ キアの

農地や山々が望 まれる。古代 は ドナウ河 の水利 を制す ることによって,国の興

隆をはか った という。

ドナウベントの展望

エステルゴムの大聖堂にて

ドナウベントの風景|(対岸はチェコスロバキア)
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ハ ンガ リーの田舎へ (2)
8月 28日 (日 )に はブダペス トの東側 の街々を見物 す る ことにな った。東 に

延 びる高速道路 を走 る こと約 3時間,東部 に位置する最大 の街,エ ゲル (Eger)

に着 く。 ここには高 さ 54メ ー トルの 2本の塔 と,直径 18メ ー トルの大 きな ド

ームを持つ巨大なカテ ドラル と,街を一望で きる古城 ,エゲル城が ある。 この

城 は 16世紀 に トル コ軍 の攻撃 を受 けた とき, lヶ 月以上 にわた りもち こた え

て,ハ ンガ リーに勝利 を もた らした, という由緒ある城跡 である。 ここの街 の

古いフイ ンセラー風の レス トランで食事 をしてか ら,ガルヤテ ト (Galyateto)

のナジ氏 の別荘 に向か う。小高い丘の頂 き付近 にあ り,赤い夕 日が沈む姿が美

しか った。ナジ氏が大学院生の頃,handmadeで建 てた,と の ことで,小ぢん ま

りとした非常 に感 じの よい住居である。 ここで も先のバ ラ トン湖の別荘へ行 っ

た時 と同 じように,ナ ジ氏 と彼のお父 さん との,男性が食事の支度 をし,ソ ー

セー ジをいためてフイ ンを飲 んだ。近所 に住むナジ氏 の叔母 さん も加わ り,ナ
ジ家の人々 と食事 を ともにした。 この 日は出発時の待 ち合 わせ場所 の行 き違 い

で,3時間ばか り途 中の予定が遅れて しまった結果,帰宅 は夜 11時 を過 ぎてい

た。

酵雙・
…`…騨然r・ "

エゲル城跡にて

エゲルの街中で

エゲルのレストランでの昼食
ナジ氏の別荘にて (1).燎
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ナジ氏の別荘にて (3)

ナジ氏の別荘にて (2)

ナジ家の人々と共に

ヴィソン トラ ッタシャ ハ ンガ リー

“Viszontlatasra HAUNGARY"(さ よ うな ら ハ ンガ リー )

先生方は 10日 間のブダペ ス ト滞在 を終 えてアメ リカヘ発たれ る。 ウィー ン,

アムステルダム経 由である。 ウィー ン発 の飛行機が,朝早いので,ウ ィー ンで

1泊 され る予定。私 もウィー ンまでお供 をす ることとし, 8月 29日 (月 )ブダ

ペス ト14:30発の AU機 で ウィーンヘ向か う。フライ ト時間はおよそ 30分。
ハ ンガ リーに きた時 も,ウ ィー ンには立 ち寄 っているので,空港の通関は慣れ

ている。市内のペーター教会の裏手の,ホ テルヴ ァンドルに泊 まった。古いホ

テルで,窓か ら狭 い裏町の路地が見 える。ホテル代 は安 く 1泊 600シ リング (約

6000円 )程で,そ の上,いかに もヨーロッパ といった感 じの古い建物であ り,

ヨーロッパ最後 の夜 にふさわ し く,印象的であった。わずかの市内見物の後 ,

ゆっ くりと夕食 をとる。同 じような料理 を食 べたのではあるが,東側 と西側 と

では,雰囲気が全然違 うのか,味まで違 って感 じる。先生―行 はウィー ンでの

あわただ しい 1夜を過 ごされて,8月 30日 早朝,ア ムステルダム経 由で,ニ ュ

ーヨークに向かわれた。

先生 とご一緒 に過 ごした 10日 間は,私に とっては貴重な日々であった。又 ,

毎 日ご一緒 させて頂 き,晴れが ましい毎 日で もあった。 あらためて様々なご教

訓 を頂 き, これか らの私の人生の新 しいエネルギー となる事であろう。



12.ハ ンガリー紀行 57

とか く東欧の国への旅行 は,不便で暗い とい うイメー ジで敬遠 されがちであ

るが,こ こハ ンガ リーは東欧諸国のなかでは,経済的,産業的,観光的に一番

西欧 に近 い国であ り,私 どもを十分に楽 しませ て くれた。 もちろん,ナ ジ氏 ,

ラーツ氏 の ような,日本通 のハ ンガ リー人 のお蔭で もあるが,他の人,ブダペ

ス トエ科大学 の先生方 も含 めて,皆,親切 で我々に暖かい持 て成 しをして くれ

た。 また,彼らが 日本 に非常 な関心 を持 っていることもよ くわか った。今,ハ
ンガ リー,オ ース トリア両 国 は,ブダペ ス トとウィーンが組 んで,「未来へのか

け橋」をテーマに 1995年の万 国博誘致 に名乗 りをあげている。 ソ連 のペ レス ト

ロイカ政策 の影響 もあ り, ます ます西欧 に近 くなるような道 を歩 み,我々 日本

人 にとって近 い国 となることだ ろう。ハ ンガ リーの発展 を願わずにはい られな

い。
“Viszontlatasra HAUNGARY"(さ ようなら ハンガ リー)

4月 14日 ,ナ ジ氏のお母様 の逝去の報せが とどいた。つい この間ご一緒 した

ので,非常 に驚いている。謹 んで ご冥福 をお祈 り致 します。

我が家にて (毎晩こんな具合)

篠塚先生,瀬谷君と

(8月 31日  プリンストン大学)

我が家にて (8月 29日 出発の日)

蝙

，
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ニューヨーク竹中工務店の人々と

(9月 1日  ニユーヨーク)

|   ・           炒

沢野氏の設計室にて

(9月 2日  ロスアンゼルス)

沢野氏と

(9月 2日  ロスアンゼルス)

■●
=MI

ロスアンゼルスにて

111」ヽ.



13。 この半年のアルバム

光弾性学会

(63.7.5 大阪)

榎田氏より

(63.7.14 大隈会館 )



60

はとバス

(63.9.11 宮城前)

「縞」が縁で,来訪の河原芳江さん,

同一久君,山本敬二君

(63.9.10 わが家一階)

(右端馬場君)

(63.9.10 わが家)

鶯
鸞
饉

プラジル松雄叔父のお孫さん馬場英世君来日



13. Za#4a7 pttz^ 61

大関晴久君結婚披露宴

(63.9.17 銀座東急ホテル)

._″. |ヽ
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田無タワー現場

(63.10.14)

磐田君より



13.こ の半年のアルバム 63

平成元年 2月 4日現在

塩原氏より

|1 卒業25年の会

(63.10.22 箱根湯の花温泉ホテル)
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13.こ の半年のアルバム 65

ピラミッドの謎

(63.10.23 TBS)

木村正人君より

(63.10.29)

雅叙園観光ホテル 「木造の構造設計」および「縞その 10」 を渡す

絆
丼
力
春
％
凛
贅
爪
・“
ヽ
バ
オ

・

ノ
　
　
　
　
鵞

擦
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13.こ の半年のアルバム 67
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自宅で二次会
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川崎ミュージアム竣工

(63.10.31) 田中輝明氏より

診|‐

‐醸
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_鰺繹隋鰤蒻|

(63.11.1 京王プラザホテル)
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父の一月忌

(63.11.13)

自宅

円静寺

ニューホテル

山本修己氏より
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13.こ の半年のアルバム 75



76

六日会

(63.11.26蔵 前工業会館)

梶井直紹氏より

ナジ君シンガポールでがんばっている (63.11.26)
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同 上

台北空港

(63.12.30) 台湾講演旅行
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屋根のジヤッキダウン完了,祝杯

(1.1.20 熊本安談亭)



14.書  評

中空スラブの計画と設計

松井源吾・編著

薄鉄板製の円筒型枠を埋め込んで中空部をつ

くる現場打ち鉄筋コンクリー ト中空スラブを,

著者が初めて実施 してから早くも20年以上が

経つ.さ まざまな利点を持つこの「中空スラ

ブ構造」は,こ れまでに学校やホテルなどの

設計に多く採り入れられてきたが,最近では

この工法をさらに発展 させた「二方向中空ス

ラブ」が開発され, さらに建築への応用範囲

が広がってきた.

本書は,構造設計の第一人者である著者と各

方面の構造畑で活躍する彼の弟子たちとの共

著で,長年にわたる空中スラブに関する研究

と実績をまとめたものである.「強度」「たわ

み」「音響」における優位性を実験データに

よって立証しながら,最後に「神円Mビル」

(設計=伊東豊雄/1987年 )や「千葉英和高校体

育館棟」(設 計=内井昭蔵/1987年 )な ど 6件の

実例を挙げている。         (X)
(B5判 /194頁 /5,800円 /鹿島出版会 )

「新建築」63年 8月 号
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木造の構造設計

松井 源′1・ 杵

鹿島出版会,3100円

〒 107東 京都港区赤坂 6-5-13

(電話 03-582‐ 2251)

本書は,大規模

構造物が建ち始め,

建築学会の新計算

規準が出されたの

に伴い,豊富な設

計例を引いて木造

構造設計を解説し

た入門書である。

Iで は,構造計算の基本 を新規準に

沿って解説 している。木造になじみの

ない人には,接合部の計算例が日新し

いところだろう。 11では,筆者の関連

した盈進学園の多目的ホールや体育館 ,

小国 ドームなどの実例を,構造概要,

荷重設定,断面・接合部の点で検討し,

写真や詳細図を交えて丁寧に解説 して

いる。

「日経アーキテクチユア」書評

(平成元年 1月 9日号)

部材応力のオーダーや部材ごとのス

ケール感覚が具体的数字で示されてお

り,初めての場合でも取 り組みやすい。

構造形態 も,曲 面状木造 トラス,ア ー

チ架構,HPシ ェル,プ レス トレススチ

ール補強ラーメン,鉄筋の張弦梁によ

る木造屋根など多岐にわたり,カ タロ

グ的にページをめ くつても楽 しい。

最近は接合部が多様化 していると述

べ,ラ グスクリュー,球 ジョイント,

エポキシ注入などの新 しい手法につい

て,詳細図に加えて供試体による実験

データを掲載 している。接合部は木構

造の要であるとともにデザインとして

も見せたいところだけに,よ く知って

おきたいところだ。      (Sh)

|

,

1 li轟…
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松井 源吾 様

拝啓

陽春の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

過日は、「みえる力学」をご恵贈頂き、ありがとうございました。

私などは想像も及ばなかった弾性学や光弾性の世界に、こんなに

美しいヴィジェアルがあったのかと驚いています。

ゆっくり拝読し大切に蔵書させて頂きます。

お心づかいを賜り、心から御礼申し上げます。

先づは御礼まで

』 |ル
‐ ´a  l

し,′

敬具

し
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1.「縞 」

還暦記念

その 2

15。  染能  言己

その 3

の訂正

p.8 4イ子目 Neivi―→ Netwi

p.44 右上の写真上下逆である

p.51 -番下の行「彰国社・ その 50年」→「彰国社 50年史」

p.53 写真左右逆である

p.26 ~下か ら 4イ予目 日召禾日58■
「

6月 29日 →)日召禾口58■Fl月 29日

p.72 ~下か ら 4イ予目 SCINCE―→SCIENCE

p.21 3行 ロ ブタペス ト→ ブダペス ト

p.22 3行日 同上

p.57 3行 日 大正製薬→ 中外製薬

p.56 1行 目 「建築のはな し」→「建築構造のはなし」

p.44 3行 日,ブタペス ト→ ブダペス ト

p.62 7行 日 勝年な→勝手 な

p.37 -番下の行  (昭和 45年 2月 )→ (昭和 45年 12月 )

p.42 下か ら 4行 目 金比 山頂―→金北山頂

p.4 下か ら 5行日 京都大学理工学部→京都大学工学部

p.18 下か ら 2行日 早稲 田大学前理工学部→早稲田大学理工学部

p.21 上の写真上下逆である

p.64 3イ予EI バ ックー→バ ッグ

その 5

その 6

その 7

その 8

その 9

その 10
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63年度 松井源吾先生出版記念バ ーティー会計報告書  [10月 29日 (土)]

収入 支出

昨年度誕生バーティより繰 り越 し金

128,943
目黒雅叙園観光ホテル

会費

105× 6,000=630,000

岩下様より       10,000

田中様より       10,000

栗山様より       10,000

泉様より        10,000

松井先生より     100,000

送金分

三浦様より        6,000

吉尾様よりo       6,000

勝又様より        6.000

松井研在学生より、

花東代として        9,000

合計 ¥925,943 合 計

残金 ¥150,278

ウイスキー代

フィルム、電池代

写真現像代

アルバム代

以上の通 り御報告申し上げます。

1988年 11月  9日

上記の報告誤 りのないことを認めます。

1988年 11月 10日

740,300

26,760

1,800

5,525

1,280

¥775,665

木村 正人

川村 浩
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4.台湾からの招待状と感謝状
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5.西日本新聞 2月 7日の記事

よかトピア

小
国
杉
で

組
み
立
て

ユ

ニ

ー
ク

建

物

郵
政
パ
ビ
リ
オ
ン

熊
本
県

・
小
国
町
の
小
国
杉
や

竹
を
骨
組
み
に
使

っ
た

ュ
ニ
ー
ク

な
建
物
「郵
塊
ハ
ビ
リ
オ
ン
・
ゆ

う
ゆ
う
村
」
の
組
み
立
て
作
業
が

六
日
、
ア
ジ
ア
本
音
遺
墨
ル△
場

で
始
ま

っ
た
。

大
小

二

つ
の
ド

ー

ム

か

ら

成

り
、
大
型

（
床
部
分
の
直
径
十

三

房
、
高
さ
六

・
六
九
所
）
が
小
国

杉
、
小
型

（
同
八
所
、
同
四

ｏ

一

九
厨
）
が
竹
で
造
ら
れ
る
。
葉
デ

ザ
イ
ン
事
務
所

（
葉
祥
栄
代
表
）

＝
福
岡
市
南
区
平
和

一
丁
目
＝
が

設
計
を
手
掛
け
、

竹
を
使

っ
た
ド

ー
ム
は
日
本
で
初
め
て
と

い
う
。

組
み
立
て
方
も

ユ
ニ
ー
ク

で
、
あ

る
程
度
出
来
た
頂
点
部
を
ク
レ
ー

ン
で

つ
り
上
げ
、
下
に
向
か

っ
て

幾
何
学
状
に
造
る
方
式
。
現
場

の

作
業
員
も
、
珍
し
い
設
計
に
、
や

や
戸
惑

っ
た
様
子
だ

っ
た
。
パ
ピ

リ
オ
ン
は
今
月
下
旬
、
内
装
工
事

な
ど
を
終
え
完
成
す
る
。

小 国杉 で 組 み 立 て が 始 ま った

「 郵政パ ビリオ ン・ ゆうゆう村 」

竹の継手の実験を松井研で行った
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あ とが き

今回は田中輝明君 に「ハ ンガ リー紀行」 を書いて もら

った。次号 か らも,誰かに書 いて もらいたい, と思 って

いる。

昨夏はハ ンガ リーヘ,暮には台湾 と,10年ぶ りの外国

である。今年 は, 4月 に韓 国へ, 8月 にアメ リカ行 きを

予定 してい る。
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